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目先の市場大乱高下は人間社会の「大変化」の現れ！ 
株式市場も商品市場も市場と言う市場は総て歴史始まって以来の大乱高下を繰り返しながら二

番底に向かっているように見える。 
アメリカ経済の先行き不安、ヨーロッパの財政問題、中国経済の成長低下、アジア市場から資

金の撤退等々と経済専門家は説明する。 
私に言わせれば、こうした理由は「木を見て森を見ず」である。 
 
21 世紀になって人間社会は、特に世界の政治と経済を主導してきた先進国は人類が全く経験し

たことの無い事態に向かおうとしている。 
有史以来世界の政治も経済も経済成長に乗って進展してきた。 
資本主義とは競争を手段とし成長を目標とした主義であり体制である。 
正に私が言う「成長なくして資本主義無し」である。 
 
今世紀の変化とは「経済低成長または無成長＝大後退」の時代である。 
 
世界には中国をはじめ高成長国が存在するがいずれの経済も外需依存型で、内需依存までには

時間がかかるだけでなく所得格差の拡大と社会問題を抱えているので日本型の成熟社会になれ

るかどうか疑問が残る。今後の世界の趨勢はやはり先進国の「運命」に従うだろう。運命とは経

済の大停滞である。経済停滞の最大の原因は「イノベーション」の停滞である。 
ラジオ時代がテレビ時代になり、馬車が自動車になり飛行機になったため生産性が向上し人々

の所得が増え経済は成長を続けた。 
この傾向が頂点に達したのがニクソン米大統領がドルと金（ゴールド）の交換制を廃止した

1971 年までである。以後飛行機に変わる「空飛ぶタクシー」は発明されていない。経済停滞で世

界の富が減り始めるや、ドルの保証を外し、一方脱工業主義に転じて価値の創造から脱し、潜在

的不渡り通貨（ドル）で世界の富を財政破綻寸前まで買いまくってきたアメリカのしたたかさ！ 
しかし、今やアメリカは価値を創ることも奪うことも出来なくなろうとしている。 
何時もの戦争効果も限界になってきた。 
植民地政策であれ、戦争、侵略政策であれ、金融イノベーションと言う名の合法的詐欺戦略で

あれ、回っているうちは楽観的でいられる。 
経済停滞とは市場の終焉であり、資金の市場からの撤退である。 
最早今までの資本主義の価値観で経済を見ることも運営することも出来なくなりつつある。 
したたかなアメリカは何を考えているのか？ 
私は本誌でも「ここ一番！」でも「小冊子」でも、「アメリカは転んでもただでは起きない」と

述べてきた。時間がかかる中で徐々に知らないうちに変わるものもあるが、夜空に広がる花火（花

火ならいいが）と共に一瞬にしてかわるものもある。 
 
「実践セミナー」は残り数名となりました。近くなった大事なことを Face to face でお話しい

たします。 
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